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Abstract 
 
This study was designed to clarify Food and Nutrition Education for university students in Japan. The 
questionnaires 669 students were analyzed by living style and sex were focused. Though female students 
recognized the importance of the nutritional balance in comparison with male students, they intake snack 
instead of meal. Students living with their families took breakfast more than the students living alone. The 
students living alone were aware of the nutritional balance and cook frequently. For the education, it is 
important that focusing residence form and sex. 
 
 
Ⅰ はじめに 
食生活の多様化がすすみ食べたいときに食べたい
食品が気軽に手に入る時代となった。このような飽
食の時代に、自らの健康を守るためには、様々な食
品の中から、正しい知識のもとに食品を選択する能
力が必要不可欠である。平成 17 年に食育基本法（平
成十七年六月十七日法律第六十三号）が制定され、
食育推進基本計画（平成 18 年度から 22 年度）が策
定された。それ以降、栄養教諭制度の導入や「食に
関する指導の手引」が出された。栄養教諭は、地場
産物を活用し、給食と食に関する指導を実施するこ
とを職務としており(1)、現在多くの学校で活躍して
いる。また、平成 23 年度から第 2次食育推進基本計
画（27 年度まで）が実施され、国は継続的に食育を
推進している。内閣府(2)によると、食育とは、「生き
る上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎と
なるものであり、様々な経験を通じて『食』に関す
る知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生
活を実践することができる人間を育てること」であ
る。しかし近年は、食に関する問題も多く、内閣府
(2)は、①「食」を大切にする心の欠如、②栄養バラ
ンスの偏った食事や不規則な食事の増加、③肥満や
生活習慣病（がん、糖尿病など）の増加、④過度の
痩身志向、等の問題を指摘している。第 3 次食育推
進基本計画(平成 28 年度)では、若い世代を中心とし
て、食に関する知識や意識を高め、心身の健康を増
進する健全な食生活を実践することができるように
食育を推進することが重点課題とされている(3)。 
先行研究において、大学生における朝食摂取頻度
は、上級学年ほど、女性よりも男性の方が、また、
自宅生より下宿生の方が朝食の欠食頻度が高くなっ
ており(4)、特に自宅とアパートでは、朝食摂取頻度
の分布に差が見られる(5)ことが報告されている。ま
た、若い世代（20～39 歳）では、食育の周知度は高
かったが、食育実践を行えているとは思わないと回
答する割合が高い(6)と報告されている。 
そこで、現在 A 大学では公的機関と連携し、学生
にむけた食育指導を行っている。学生が食育を実践
するためには、性別や居住形態によって必要な課題
を把握しておくことが重要である。したがって、本
研究では、大学生の性別および居住形態に焦点をあ
て、大学生の食育課題を明らかにする。 
 
Ⅱ 目的 
大学生の性別および居住形態に焦点をあて、大学
生の食育課題を明らかにする。 
63
- 2 - 
Ⅲ 方法 
1.調査対象者 
調査対象者は、A大学に在籍している学生 669 名
（男性 582 名、女性 81 名）である。 
 
2.調査項目 
調査内容は、1)対象者の属性：学年、年齢、性別、
学部、身長・体重、居住形態（「家族と同居」「食事
つき学生寮や下宿」「アパート・マンションでの単身」
「その他」）、2)食生活・生活習慣・食に関する意識
について①食物摂取頻度（朝食、野菜、牛乳・乳製
品）②生活習慣（夕食の開始時刻、就寝時刻、料理
頻度、食事をお菓子で代用する頻度、健康状態、排
便状態）③食に関する意識（栄養バランスの意識、
食育への関心に関して）④他（朝食の内容、朝食の
欠食理由、食事を選ぶ際に重視すること）で構成し
た。 
回答は、「１～6」までの選択肢を設け「１」に近
いほど頻度は多く、意識・関心は強いことを表した。 
また、夕食開始時間は「1」午後 7時前、「2」午後 7
時～8時台、「3」午後 9時～10 時台、「4」午後 11
時以以降、「5」食べない、就寝時刻は「1」午後 8
時前、「2」8時台、「3」午後 9時台、「4」午後 10 時
台、「5」午後 11 時台、「6」午後 12 時以降とした。
朝食の内容、朝食の欠食理由、食事を選ぶ際に重視
することは、複数選択可能な選択肢と自由記述欄を
設けた。 
 
3.分析方法 
対象者の属性、居住形態別に各項目をクロス集計
した。 
また、特に比率に差のあった「家族と同居」群と
「アパート.マンションで単身」群の二群間、BMI 区
分に差のあった性別間で、Mann-Whitney の U 検定を
実施し食物摂取頻度、生活習慣、食に関する意識の
比較を行った。いずれの分析においても無回答の学
生は分析から除外して行い、有意水準を 5％未満と
設定した。統計学的解析は、IBM SPSS Statistics22
を用いて行った。 
 
4.倫理的配慮 
調査を実施する際、学生に研究の意義・目的・方
法・個人情報の保護と不参加による不利益が生じな
いこと・研究成果の取り扱いなどについて説明を行
い実施した。また、質問紙の回収を持って了承を得
られたと判断した。なお、本研究はA大学の倫理委員
会の承認(承認番号69号)を得て実施した。 
 
Ⅳ 結果 
1.対象者の属性 
本調査の対象者は、A大学に所属する工学部系の学
生 669 名（男性：582 名 87.8％、女性：81 名 12.2％、
無回答 6名）、平均年齢は、19.80 歳（SD±1.45)の学
生であった。 
学年別に見ると 1年生 245 名（36.7％）、2年生 208
名（31.1％）、3 年生 94 名（14.1％）、4 年生 121 名
（18.1％）、無回答 1名であった。居住形態に見ると
「家族と同居」している学生は、445 名（68.8％）、
「食事つき学生寮や下宿」している学生は、54 名
（8.3％）、「アパート・マンションの単身」生活して
いる学生は、144 名（22.3％）、その他 4名（0.6％）、
無回答 22 名であった（表１参照）。 
 
合計 男子学生 女子学生 無回答
669 582（87.8） 81（12.2） 6
大学1年生 245 203（83.2） 41（16.8） 1
大学2年生 208 181(88.3) 24(11.7) 3
大学3年生 94 93(98.9) 1（1.1） 0
大学4年生 121 105(87.5） 15(12.5) 1
無回答 1 - - -
男性 582 582（87.8） - 0
女性 81 - 81（12.1） 0
無回答 6 - - -
家族と同居 445 392(88.3） 52(11.7) 1
食事つきの学生
寮や下宿 54 50(92.6） 4（7.4） 0
アパート・マン
ションでの単身 144 125(86.8） 19(13.2) 0
その他 4 2（50.0） 2(50.0) 0
無回答 22 - -
居
住
形
態
学
年
別
性
別
表1　 対象者の属性　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行％）
 
 
2.性別間の比較 
「男子学生」と「女子学生」間で、Mann-Whitney
の U 検定を実施し、朝食・野菜・乳製品摂取頻度、
生活習慣、食事に関する意識の各項目と比較した。
その結果、「就寝時刻」、「栄養バランスを意識した
食事摂取」、「食事をお菓子で代用する」で、有意差
が認められた（表 2 参照）。女子学生は、男子学生
より「就寝時刻」が早く（P<0.05）、「栄養バランス
を意識した食事摂取」をしていた（P<0.05）。一方
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で、女子学生は男子学生より「食事をお菓子で代用
する」頻度が多かった（P<0.05）。 
また、女子学生の「やせ」が 26.9％で、女子学生
の 4 人に 1 人が低体重であった一方、男子学生は
17.5％が「肥満」であった（表 3参照）。 
 
男子学生 女子学生
中央値 中央値
1.00 1.00 .94 23468.50
2.00 2.00 .72 22475.00
6.00 6.00 .03 21127.50
3.00 2.00 .05 20679.00
2.00 2.00 .10 20985.50
5.00 4.00 .12 21090.00
3.00 2.00 .00 19085.50
2.00 2.00 .00 17311.00
2.00 2.00 .38 22253.00
4.00 4.00 .69 22949.50
3.00 2.00 .15 21305.50
 
夕食開始時刻
身体面で健康
な状態
午前中眠気や
やる気
「食育」への
関心
MannWhiteneyのu検定
就寝時刻
野菜摂取頻度
牛乳・乳製品
摂取頻度
料理頻度
栄養バランス
の意識
お菓子で代用
P値 U値
朝食摂取状況
表2 性別間の比較
 
 
表3　対象者のBMI　　　　　　　　　　　　                  　　　　　 人数（行％）
やせ　18.5未満
（18.4以下） 標準　18.5～24.9 肥満　25.0以上
男 566 81（14.3） 386（68.2） 99（17.5）
女 67 18（26.9） 41（61.2） 8（11.9）
性別
BMIやせ・標準・肥満
 
3.居住形態別にみた朝食・野菜・乳製品摂取頻度 
 居住形態別に朝食の摂取頻度をクロス集計した結
果を表 4に示した。「家族と同居」している学生は、
「ほとんど毎日食べる」が 299 名(67.2％)、「週２～
３日食べない」学生が 64 名（14.4％）、「週に４～５
日食べない」学生が 16 名（3.6％）、「ほとんど食べ
ない」学生が 66 名（14.8％）であった。「食事つき
学生寮・下宿」している学生は、「ほとんど毎日食べ
る」が 21 名(38.9％)、「週２～３日食べない」学生
が 12 名（22.2％）、「週に４～５日食べない」学生が
7名（13.0％）、「ほとんど食べない」学生が 14 名
（25.9％）であった。「アパート.マンションで単身」
生活している学生は、「ほとんど毎日食べる」が 50
名(34.7％)、「週２～３日食べない」学生が 27 名
（18.8％）、「週に４～５日食べない」学生が 13 名
（9.0％）、「ほとんど食べない」学生が 54 名（37.5％）
であった。 
また、野菜摂取頻度は、「家族と同居」している学
生は、「1日 1回以上食べる」学生が 409 名(91.9％)、
「食べない」学生が 36 名（8.1％）であった。「食事
つき学生寮・下宿」している学生は、「1日 1回以上
食べる」学生が 51 名(94.4％)、「食べない」学生が
3名（5.6％）であった。「アパート.マンションで単
身」生活している学生は、「1日 1回以上食べる」学
生が112名(77.8％)、「食べない」学生が32名（22.2％）
であった。乳性品摂取頻度は「家族と同居」してい
る学生は、週 3 日以上乳製品を摂取する学生が 269
名(62.5％)で半数以上であった。「食事つき学生寮・
下宿」している学生は、週 3 日以上乳製品を摂取す
る学生が (36.5％)、「週 1～2日」と回答した学生が
23 名（44.2％)、「食べない」学生が 10 名（19.2％）
であった。「アパート.マンションで単身」生活して
いる学生は、週 3日以上乳製品を摂取する学生が 66
名(46.5％)、「週 1～2 日」と回答した学生が 54 名
（38.0％)、「食べない」学生が 22 名（15.5％）であ
った。 
 
家族と同居
(n=444)
食事つき学生
寮や下宿
(n=54)
アパート・マン
ションで単身
(n=144)
ほとんど毎日食べる 372 299（67.2） 21（38.9） 50（34.7）
週に2～3日食べない 103 64（14.4) 12（22.2） 27（18.8）
週に4～5日食べない 37 16（3.6） 7（13.0） 13（9.0）
ほとんど食べない 135 66（14.8） 14（25.9） 54（37.5）
無回答 22
1日3回食べる 62 54（8.3） 5（9.3） 3（2.1）
1日2回食べる 191 148（33.3） 17（31.5） 25（17.4）
1日1回食べる 321 207（46.5） 29（53.7） 84（58.3）
食べない 73 36（8.1） 3（5.6） 32（22.2）
無回答 21
ほぼ毎日食べる 192 158（36.7） 6（11.5） 27（19.0）
週3～5回食べる 163 111（25.8） 13（25.0） 39（27.5）
週１～2回食べる 210 130（30.2） 23（44.2） 54（38.0）
食べない 64 32（7.4） 10（19.2） 22（15.5）
無回答 40
朝食摂取
頻度
野菜摂取
頻度
牛乳・乳
製品摂取
頻度
表4　居住形態別朝食・野菜・乳製品摂取頻度　　　　　　　　　人数（列％）
 
4.居住形態別にみた生活習慣の実態 
 居住形態別に生活習慣をクロス集計した結果を表
5 に示した。「家族と同居」している学生は、「夕食
開始時刻」が「午後 7時前」と「午後 7時～午後 8 
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家族と同居(n=444) 食事つき学生寮や下宿
(n=54)
アパート・マンションで単身
(n=144)
午後7時前 157 110（24.8） 24（44.4） 20（13.9）
午後7時～8時台 334 233（52.6） 24（44.4） 77（53.5）
午後9時～10時台 106 67（15.1） 6（11.1） 32（22.2）
午後11時以降 43 30（6.8） 0（0.0） 13（9.0）
食べない 5 3（0.7） 0（0.0） 2（1.4）
無回答 24
午後8時前 1 0（0.0） 1（1.9） 0（0.0）
午後8時台 3 1（0.2） 1（1.9） 1（0.7）
午後9時台 6 6（1.4） 0（0.0） 0（0.0）
午後１０時台 16 12（2.7) 0（0.0） 4（2.8）
午後11時台 94 68（15.3） 11（20.4） 15（10.4）
午後12時以降 526 357（80.4） 41（75.9） 124（86.1）
無回答 23
ほぼ毎日する 51 16（3.7） 2（3.8） 33（23.4）
週に4～5日程度 65 23（5.3） 11.5（1.9） 40（28.4）
週に２～３日程度 94 57（13.2） 8（15.4） 26（18.4）
週に1回程度 98 68（15.8） 10（19.2） 20（14.2）
それ未満 110 92（21.3） 8（15.4） 10（7.1）
全くしない 210 175（40.6） 23（44.2） 12（8.5）
無回答 41
全くない 290 214（49.7） 17（32.7） 57（40.1）
あまりない 183 118（27.4） 21（40.4） 43（30.3）
時々ある 133 88（20.4） 12（23.1） 32（22.5）
よくある 23 11（2.6） 2（3.8） 10（7.0）
無回答 40
健康である 181 131（30.4） 13（25.0） 37（26.2）
ほぼ健康である 307 210（48.7） 25（48.1） 70（49.6）
あまり健康ではない 105 63（14.6） 14（26.9） 26（18.4）
健康ではない 35 27（6.3） 0（0.0） 8（5.7）
無回答 41
全くない 20 16（3.7） 0（0.0） 4（2.8）
あまりない 80 41（9.5） 10（19.6） 29（20.4）
時々ある 210 142（32.9） 16（31.4） 52（36.6）
しばしばある 171 124（28.8） 14（27.5） 30（21.1）
ほぼ毎日ある 147 108（25.1） 11（21.6） 27（19.0）
無回答 41
表5　居住形態別にみた生活習慣　　　　　                            　　  　　　　　                　　　　　　　　　　　人数（列％）
夕食開始時
刻
就寝時刻
料理頻度
食事をお菓
子で代用す
る頻度
身体面での
健康
午前中眠
気、やる気
時台まで」と回答した学生を合わせると 343 名
（77.4％）、「就寝時刻」は「午後 12 時以降」と回答 
した学生が 357 名（80.4％）、「料理頻度」は「全く
しない」と「週に 1回未満」の学生を合わせると 267
名（61.9％）であった。「午前中の眠気ややる気」は、
眠気が「ほぼ毎日ある」、「しばしばある」をあわせ
ると、232 名（53.9％）であった。 
 「食事つき学生寮・下宿」している学生は、「夕食
開始時刻」が「午後 8 時台まで」と回答した学生が
48 名（88.8％）、「就寝時刻」は「午後 12 時以降」
と回答した学生が 41 名（75.9％）、「料理頻度」は「全
くしない」と「週に 1 回未満」の学生を合わせると
31 名（59.6％）であった。「午前中の眠気ややる気」
は、眠気が「ほぼ毎日ある」、「しばしばある」をあ
わせると、25 名（49.1％）であった。 
 「アパート・マンションで単身」生活している学
生は、「夕食開始時刻」が「午後 7時前」と「午後 7 
時～午後 8 時台まで」と回答した学生を合わせると
97 名（77.4％）、「午後 9時～10 時台まで」と回答し
た学生が 32 名（22.2％）であった。「就寝時刻」は、
「午後12時以降」と回答した学生は124名（86.1％）、
「料理頻度」は「ほぼ毎日する」と「週に 4～5日程 
度」と回答した学生を合わせると 73 名（51.8％）で
半数以上であった。「午前中の眠気ややる気」は、眠
気が「全くない」、「あまりない」をあわせると 32
名（23.2％）であった。「しばしばある」、「ほぼ毎日
ある」を合わせると 57 名（40.1％）であった。 
 
5.居住形態別にみた食意識 
居住形態別に食事に関する意識をクロス集計した
結果を表 6に示した。「栄養バランスを意識した食事」
を「概ね意識している」、「時々意識している」と回
答した学生は、「家族と同居」している学生が 180
名（41.9％）、「食事つき学生寮・下宿」が 24 名
（46.1％）、「アパート.マンションで単身」生活して
いる学生が 79 名（55.6％）であった。 
 
6.「家族と同居」している学生と「アパート・マン
ションで単身」生活している学生の比較  
朝食摂取頻度に差異を認めた「家族と同居」群と
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家族と同居(n=444) 食事つき学生寮や下宿(n=54)
アパート・マンションで単身
(n=144)
概ね意識している 46 34（7.9） 1（1.9） 11（7.7）
時々意識している 238 146（34.0） 23（44.21） 68（47.9)
あまり意識していない 213 156（36.3） 16（30.8） 38（26.8）
ほとんど意識していない 131 94（21.9） 12（23.1） 25（17.6）
無回答 41
関心がある 88 61（14.2） 5（9.67） 22（15.5）
どちらかというと関心がある 218 142（32.9） 21（40.4） 53（37.3）
どちらかというと関心がない 137 93（21.6） 11（21.2） 33（23.2）
関心がない 118 90（20.9） 8（15.4） 19（13.4）
わからない 68 45（10.4） 7（13.5） 15（10.6）
無回答 40
栄養バラン
スを意識し
た食事
食育への関
心
表6　居住形態別にみた食意識 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人数（列％）
家族と同居
アパート・マンション
単身生活
中央値 中央値
1.00 2.00 .00 20597.00
1.00 1.00 .00 26366.50
6.00 6.00 .15 30310.50
3.00 3.00 .00 21473.00
2.00 3.00 .00 25578.50
5.00 2.00 .00 13255.00
3.00 2.00 .01 27717.00
2.00 2.00 .07 29079.00
2.00 2.00 .45 30797.50
4.00 3.00 .00 26631.50
3.00 2.00 .12 29383.00
 
身体面で健康な状態
午前中眠気ややる気
「食育」への関心
MannWhiteneyのu検定
就寝時刻
野菜摂取頻度
牛乳・乳製品摂取頻度
料理頻度
栄養バランスの意識
お菓子で代用
夕食開始時刻
表7 居住形態別比較
P値 U値
朝食摂取状況
 
「アパート・マンションで単身」群で、Mann-Whitney
の U 検定を実施し朝食・野菜・乳製品摂取頻度、生
活習慣、食事に関する意識の各項目と比較した。そ
の結果、「朝食摂取頻度」、「夕食開始時刻」、「野菜
摂取頻度」、「牛乳・乳製品の摂取頻度」、「料理頻度」、
「栄養バランスを意識した食事」、「午前中の眠気や
る気」で、有意差が認められた（表 7参照）。 
「家族と同居」している学生は、「アパート・マ
ンションで単身」生活している学生より「朝食摂取
頻度」、「野菜摂取頻度」、「牛乳・乳製品の摂取頻度」
が多かった（P<0.05）。また、「家族と同居」してい
る学生は、「夕食開始時刻」が早く（P<0.05）、「午
前中眠気がありやる気がでない」頻度が多かった
（P<0.05）。 
「アパート・マンションで単身」生活している学
生は、「家族と同居」している学生より「栄養バラ
ンスを意識した食事」をしている学生が多く
（P<0.05）、「料理頻度」も多かった（P<0.05）。 
 
 
 
Ⅴ 考察 
1．女子学生の食育課題 
栄養バランスを意識した食行動の実践は、内閣府
が示す食に関する問題、肥満や生活習慣病、過度の
痩身志向を予防することができる。本調査では、男
子大学生の 17.5％が肥満であり、女子大学生の
26.7％が痩せであった。特に、女子学生は男子学生
に比べ、栄養バランスを意識して食事を摂取してい
ると回答しているが、お菓子で食事を代用している
学生が多く、栄養の偏りが懸念される。すでに女子
大学生や 20 歳台の女性の低体重者が多い(7)(8)こと
が示されており、若い女性が長期にわたり持続的に
低体重状態におかれると、無月経や骨粗しょう症な
どの女性の身体機能を障害するだけでなく、胎児へ
の影響を与えかねない(9)ことが示唆されており、痩
せの学生への継続的な食事・栄養指導(10)が必要であ
る。女子学生には、お菓子で食事を代用することが
栄養の偏りにつながり、将来の自身の身体に影響を
及ぼす可能性のあることを伝える必要がある。 
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2．居住形態別にみた食育課題 
１）家族と同居している学生の食育課題 
本研究では、家族と同居している学生のうち
67.2％が毎日、朝食を摂取していた。しかし、60％
以上の学生の料理頻度が週に 1 回未満と回答してい
た。家族と同居している学生の朝食摂取率が高いの
は、食事の嗜好など習慣化した朝食を継続摂取可能
な環境にあることや、自宅には食物が準備されてい
る可能性が高いこと、家族と共食する機会が多いこ
となどが影響していると考えられる。 
また、家族と同居している学生は、朝食摂取率は
高かったものの栄養バランスへの意識が低かったこ
とから、単身生活となった時、朝食欠食や食生活の
乱れが予想される。学生自身が自分で調理してみよ
うと思う機会や、知識を提供する必要がある。 
 
２）単身生活している学生の食育課題 
アパート・マンションで単身生活している学生の
34.7％が、朝食摂取をしていなかったが、「栄養バラ
ンスを意識した食事」を概ね・時々していると回答
した学生が半数以上であった。朝食を欠食しがちで
あることや、バランスのよい食事ができていないと
感じているからこそ、食事を摂取するときは栄養バ
ランスを意識しようとしている可能性がある。しか
し、朝食、野菜や乳製品の摂取頻度は、家族と同居
している学生のほうが多いことから、栄養バランス
を意識して食事をすることと、実際にバランスよく
栄養摂取するということは別に考える必要がある。 
アパート・マンションで単身生活している学生は、
朝食摂取をしていない学生が多いため、日常生活の
中で、どのように栄養バランスを意識した食生活を
組み入れていくのかを考え、実践できるようサポー
トしていく必要がある。アパート・マンションで単
身生活をしている学生は、毎日もしくは週に 4-5 日
自炊をする学生が半数以上であり、全くしないと回
答した学生は 8.5％にすぎなかった。安く簡単に調
理できるバランスのとれたメニューレシピを学生に
提供することや、現在の食状況を診断し改善点を明
確にする機会を提供する必要がある。学生自身で食
生活を再考することは、朝食、野菜や乳製品の摂取
率の向上につながるのではないかと考える。 
 
Ⅵ.結論 
1．女子学生は、栄養バランスを意識して食事を摂取
していたが、お菓子で食事を代用している学生、痩
せの学生が相当数存在しており、女子学生への栄養
指導が必要である。 
2．「家族と同居」している学生は、「アパート・マン
ションで単身」生活している学生よりも朝食摂取率
が高いが、調理頻度が少なく栄養バランスへの意識
が低い。知識の提供に加え、調理する機会の提供が
必要である。 
3．「アパート・マンションで単身」生活している学
生は、栄養バランスへの意識が高く、調理頻度が高
いが、実際には朝食摂取頻度、野菜、乳製品の摂取
頻度は低い。学生が手軽に調理できるメニューレシ
ピの提供や現在の食生活を診断し改善点を明らかに
し、学生自身に食生活について考える機会を提供す
る必要がある。 
 
Ⅶ．研究の限界 
 今回の対象は、ある地方の 1 大学の学生を対象と
しているため、本研究の結果を広く一般化すること
は難しい。また、男女比が異なっているため、今後
は、男女比を等しくし、検討する必要がある。 
本研究にご協力いただきました対象者の皆様に心
より感謝申し上げます。 
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